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１　運営の目的 

不登校の状態に悩んでいる児童生徒に、仲

間との触れ合いの場と機会を設けて、様々な

体験活動や学習の補充などを通して、自主性

や社会性、集団生活への適応力等を養い、社

会的自立に向けて指導・支援を行う。 

 

２　令和８年度職員の構成・分担 

 

３ 入室対象者及び令和７年度受け入れ状況 

（１）　入室対象 
　高崎市内に在住する不登校又は不登校傾向

の児童生徒で、本人及び保護者が入室を希望

し、通室が適切であると認められた者。 

 

（２）　受け入れ状況（令和７年度） 

　小学生　８人　中学生３３人　計４１人 

 

４　令和８年度の開設状況 

（１）　開設日時                          
   学校の休業日を除く月曜日～金曜日 

　９：００～１６：００ 

 

（２）　開設期間 

　１学期　４月７日～　７月１７日 

　２学期　９月１日～１２月２５日 

　３学期  １月７日～　３月１２日（中３） 

　　　　　　　　　　　　　２４日（小６） 

　　　　　　　　　　　　　２６日 

　　　　　　　　　　　　　（その他の学年) 

 職　員 業務内容

 教 育

セ ン

ター

所長　　　　　１人 運営総括

 次長　　　　　１人 運営補佐

 担当指導主事　２人 指導全般

 所員　　　　　２人 指導全般

 庶務　　　　　１人 庶務全般

 教室 指導員　　　　３人 通室生の指

導及び相談

 

（３）　日時程 

 

（４）　主な行事予定（令和８年度） 

　　※８教室合同行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時　間 主な活動内容

 9:00～ 

9:30～ 

12:00 

12:00～ 

13:00 

13:00～ 

14:45 

14:45～ 

15:00

通室 

学習活動、スポーツ活動、 

創作活動、農園芸作業等 

昼食・自由時間 

 

学習活動、スポーツ活動、 

創作活動、農園芸作業等 

一日の振り返り、清掃 

退室

 １０月 ものづくり体験学習 

（たくみの里）

 １１月 自然教室体験学習 

（サンデンフォレスト）

 　１月 プラネタリウム体験学習 

（高崎市少年科学館）



 

５　入室・退室の進め方 

（１）　入室対象 

 

（２）　退室の手続き 
　学校との連携のもと、学校へ登校する時間

が増加した等の理由により、通室休止とする

ことができる。年度末に全通室生を退室とす

る。 

 

６　学校、家庭及び関係機関との連携 

（１）　学校との連携 

○通室している児童生徒の担任、在籍校のス

クールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカー、管理職などと学期に１回、定期

の情報交換を行う。また、必要に応じて随

時行う。 

○必要に応じて、指導員が学校を訪問し、児

童生徒の様子を伝え、今後の指導・支援に

ついて話し合う。 

○通室の状況が安定し、かつ情緒面が安定し

てきた児童生徒に対しては、学校等での集

団生活・活動に向けた支援を行う。その際

には、本人の意思を尊重し、個々の状況に

応じて段階的に進めていく。 

 

（２）　家庭との連携 

○指導員とボランティア相談員は、保護者と

の面談を積極的に行い、支援していく。 

 相談受付

 ↓

 ①相　談 

・教育支援センター見学  
 ↓

 ②入室申請書 

・保護者は教育支援センター入室申請書

を校長に提出する

 ↓

 ③入室依頼書 

・校長は教育センター所長及び担当者と

入室について協議し、入室依頼書を教育

センター所長に提出する

 ↓

 ④体　験

 ↓

 ⑤入室判定 

・受け入れについて協議

 ↓

 ⑥入室決定

 ↓

 ⑦入室承諾書 

・教育センター所長は校長、保護者に入室

の承諾を通知する

（３）　関係諸機関との連携 

○通室生の状況に応じて、スクールカウンセ

ラー、スクールソーシャルワーカー、高崎

市児童相談所、専門医療機関等との連携を

図る。 

 

７　特色ある活動 

　不登校児童生徒が、自然に親しむ活動や人

と関わり交流する活動を通して、自主性や社

会性、集団生活への適応力等を高めることが、

社会的自立に向けた支援につながると考え、

８教室合同行事を実施している。 
　令和７年度に実施した８教室合同行事の概

要は以下のとおりである。 
 

○ものづくり体験学習 

　期日　令和７年１０月１７日（金） 

　場所　たくみの里 

　目的　仲間と交流しながら創造的な活動

を楽しむ経験により、達成感を味わ

い、社会性の向上を図る。 

○自然教室体験学習 

　期日　令和７年１１月２７日（木） 

　場所　群馬県立自然史博物館 

　目的　自然史資料に親しみ、地球の歴史や

自然科学への興味・関心を持つ。ま

た、活動を通して、多くの人と交流

し、互いに関わり、ふれ合う楽しさ

を味わう。 

○プラネタリウム体験学習 

　期日　令和８年１月２１日（水） 

　場所　高崎市少年科学館 

　目的　天文についての基礎的な知識を知

り、天文に対する興味・関心を高め、

自然科学の楽しさを知る。 

 

　令和７年度に教室別の行事として、以下の

体験活動を実施した。 

 

○施設見学（２月） 

　場所　高崎量子技術基盤研究所 

　内容　研究施設の見学や体験活動を通し

て、科学への知識や興味・関心を深

める。 

〇卒業生の話を聞く会（３月） 

　対象　通室生とその保護者 

　内容　卒業生（高校生）からの体験談を聞

くことにより、新年度からの進路へ

の意識を高める。 

〇調理実習（３月） 

　内容　施設の調理室を借りて、卒業生と通

室生の最後の行事での交流とする。


